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　新年あけましておめでとうございます。世界が
COVID-19の脅威に晒されるようになって２年が経ち
ました。ワクチン接種の効果と、感染対策を継続する日本
人の真面目さのおかげで、現在は感染制御が出来ている
状態ですが、第６波やオミクロンの心配もありまだまだ
気が抜けません。皆様の奮闘には心から敬意を表します。

　さて以前から親しくさせて頂いている堀内のり子さん
（山梨２区選出・衆議院議員）が、此のたび国務大臣
（ワクチン担当、オリパラ担当）に就任されました。そこで
全老健と老健連盟の役員５名で、内閣府に表敬訪問に

行ってきました。ワクチンやオリンピックのことをお願いに行ったのではなく、老健で働く
職員の待遇改善のお願いです。
　2019年10月に消費税増税（８％→10％）された際に、増えた税収をもとに介護職員等特定
処遇改善加算が出来ました。これは今までになかった太い加算であり、当初はとても有り難い
と感激したのですが、加算をとるための要件に非常に問題があることに気付きました。この
加算の申請は施設単位で行うのですが、加算した結果月額８万円以上の増収か、年収が440万
円を超える介護職員が施設に最低１名いることが要件になっています。440万円と云うのは
日本人の平均年収ですが、この額をもらえる介護職員は施設に１〜２人程度でしょう。大半
の職員は日本人の平均年収に届かなくて良い、と云うことを国が規定しているに他ならない
のです。
　老人介護の仕事を誇りをもって安心して続けられるために、「経験年数10年以上の介護福祉士
の平均年収を440万にする」。この数値を軸に老健で働くすべての職員が安定した生活が出来る
ように、国として取り組んで欲しいとお願い
してきました。のり子大臣は「国の構造を変え
て、そうなれるよう頑張ります。」と力強く
応えてくれました。
　黙っていては何も始まりません。自分たち
の現状をしっかり認識し、必要があれば声を
あげましょう。高齢者が穏やかに生活してい
けるために。そして自分と自分の家族が胸を
張っていきていけるように。

2022 Greeting of a new year
～安心して介護の仕事を続けるために～

山梨県老人保健施設協議会 会長

福 田　六 花
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山梨県老人保健施設協議会
事 例 研 究 報 告 集 を 発 刊

… 研 修 委 員 会 …

　この度、研修委員会では各施設における皆様から頂いた事例研究成果を報
告集という形で冊子を作成しお配りいたしました。
　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の発生により、毎年開催をしていた
山梨県老人保健施設大会を感染予防の観点から中止とさせていただきました。
通常であれば、この大会において各施設から研究の成果が発表され、参加者
も他施設の発表を聞く事で多く情報が得られる大会となっていました。今年
度も大会の開催について検討をしましたが、新型コロナウイルス感染症の状
況を鑑み、開催を断念いたしました。しかしながら、２年連続で大会が開催

中止となることによって、皆様の研究成果の発表の場がなくなってしまうことについて、何か代替え案が
ないかと検討をしたところ、研修委員会で冊子（事例報告集）を制作することになりました。大会では
スライドなどを使用しておりましたが、冊子では代わりに写真や図などをカラー印刷で入れてみました。
多くの皆様に読んでいただき、活用していただければ幸いです。

　福利委員会では、施設間の職員交流を目的とし、毎年『ボウリング大会』

を、隔年で『ソフトボール大会』『ソフトバレーボール大会』を開催する

ことが通例となっていました。他施設の違う分野の方との交流ができ、

楽しみにされていた方も多いことと思います。

　令和２年１月に日本国内で初めてCOVID-19感染者が確認され、２月

にクルーズ船の大規模クラスターがあり、施設間交流どころか人との接触

さえできなくなり、日々変化する世の中と向き合ってきました。

　COVID-19により令和２年度の交流会は中止となり、その代替案として感染対策備品配布等の意見も挙が

りましたが、理事会・総会などで承認を得る機会がなく、何もすることができないまま、令和３年度も直接

的な交流は難しいと判断しました。

　そこで、交流会の代替として、令和３年４月の介護報酬改定により図書購入の機会が増えることから

『図書カードＮＥＸＴ』を配布することに決定しました。

　私の子供のころは紙の『図書券』でした。それが、磁気式プリペイドカードの『図書カード』となり、現在

はＱRコードを読み取る『図書カードＮＥＸＴ』になっています。また、『図書カードネットギフト』という

電子版もあるようです。COVID-19で変わりゆく日常の中で、図書カードでも時代の変化を感じました。
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ひばり苑　施設長
赤池由希子 さん

ノイエス　介護福祉士
上田ゆかり さん

　この度、令和３年度公
益社団法人全国老人保健
施設協会個人表彰という
名誉ある賞を頂きました

こと大変嬉しく思っております。これまで
の積み重ねがこのような形で評価いただけ
たことはこの上ない光栄に存じ、心から感
謝申し上げる次第です。
　これもひとえに、多くの皆様からお力添
えを頂きましたおかげであり、この場を借
りて心より感謝と御礼を申し上げます。
　私事ですが、大学卒業後の初めての就職
先が横浜の老健であり、そこで尊敬できる
上司や仲間に恵まれ、老健の多機能性や魅
力・やりがいを感じるきっかけを得ました。
そして、山梨でも引き続き老健のために尽
力したいという想いを胸に、ご縁があって
ひばり苑に従事することとなりました。早
いもので10年以上が過ぎましたが、苦楽
を共にした信頼のおける仲間に囲まれなが
ら、笑顔で仕事ができている今の環境に心
から感謝しています。この喜びを糧に、今
後も「あなたにやすらぎを～心のかよう介
護サービス～」をモットーにご利用者やご
家族の想いを大切にしたより良い老健運営
に職員と共に邁進してまいります。

　私が介護に興味を持つ
きっかけになったのは、
足の不自由な祖父が祖母
の面倒を見ていた姿が目

にやきつき、いつか人の役に立てる仕事を
やりたいと思ったからです。まだ介護とい
う言葉すらわからないとき、高校の担任の
先生が「お前なら向いていると思う、福祉
の学校に行ってみないか。」と勧めて下さり、
介護福祉士を取得することができました。
　毎日当たり前のことをしているはず、で
もどの介護が正しいのか答えは無いので
はと疑問に思うこともあります。その人な
りの生活に気づきの介護が大切だと感じ
ています。寄り添い、利用者様の言葉を聞
き、安心安全で楽しく生活を送れるよう笑
顔で接し笑顔で挨拶をすることを心掛け
ています。
　今回この賞を頂けたのは、一緒に働いて
下さる仲間がいてくれたからこそだと感謝
の気持ちでいっぱいです。コロナ禍が終息
することを願い、専門職として質の高い介
護を目指して、今後とも日々精進してまい
ります。

人と人とのご縁を大切に
感謝の気持ちを忘れずに 笑顔で接し、笑顔で挨拶
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　この度、「令和３年度公益社団法人全国老人保健施設協会表
彰」をいただき、職員一同、心より感謝申し上げます。当恵信
塩山ケアセンターは、甲府盆地の北東部に位置し、美しいぶどう

郷に囲まれています。青梅街道の旧宿場町であり、中央線塩山駅より特急で１時間30分で
首都圏と繋がっています。
　平成７年11月、介護老人保健施設として発足して以来、
住み慣れた地域で一日でも長く「生きがい」をもって生活
できるよう支援してきました。
　今後も、「地域包括ケアシステム」推進の中心的な担い手
として、その機能を十分発揮し、地域の高齢者や家族の支え
となれるよう精進していく所存であります。この度は名誉
ある賞をいただき誠にありがとうございました。

　令和３年度の公益社団法人全国老人保健施設協会表彰は個人表彰78人、施設表彰102施設が選ばれました。
　山梨県からは施設表彰で恵信塩山ケアセンターが、個人表彰でひばり苑の赤池由希子さん、ノイエスの
上田ゆかりさんが受賞しました。
　また、令和３年度の介護老人保健施設事業功労者厚生労働大臣表彰は69人が選ばれました。
　山梨県からは甲州ケア・ホームの三枝由佳さん、ノイエスの柴宮智美さんが受賞しました。

医療法人恵信会　恵信塩山ケアセンター　職員の皆さん
地域に根差した福祉の拠点

甲州ケア・ホーム　介護福祉士
三枝　由佳 さん

ノイエス　介護福祉士
柴宮　智美 さん

　令和に入り、「全国老人保健
施設協会表彰」を いただき、
新たな気持ちで取り組んでいる
ところ、この度、「令和３年度 

介護老人保健施設事業功労者厚生労働大臣表彰」
をいただくこととなりました。今までの働きが
認められ表彰されたことは、望外の喜びであり、
至極光栄と存じます。
　平成６年より甲州ケア・ホームに入職以来、失
敗も成功もありましたが、様々な介護の現場で
の経験の機会、上司、同僚や後輩スタッフに恵
まれたことが、自分自身の知識・技術を向上させ、
長く介護を続けることができたのだと実感して
おります。自分自身も年齢を重ね、新しいことに
挑戦することが難しくもなってきていますが、大
切なスタッフとともに、利用者に寄り添い、日々
変わる社会情勢を把握しながら、今後の介護の
未来予想図の中に少しでも関わり、表彰の栄誉
に恥じぬように、職務を邁進する所存です。

　この度は素晴らしい賞を頂き、
誠にありがとうございました。
　ここまで仕事を頑張ってこら
れたのは一人の力ではなく、家

族・職場の協力があったからだと思っております。
　帰宅時間が遅かったり、また夜勤で家に居な
かったりと、子供達や主人には大変な思いをさ
せてしまっていると思います。また、仕事が遅く
なる時には、夕食を作って持って来てくれたり、
子供のお迎えに行ってもらったりと、母の協力
無しでは仕事を続けることは出来ませんでした。
　職場では、子供たちが小さかった時、保育園
で熱を出し帰らなければならない事が数えきれ
ないほどありました。当時の同僚は嫌な顔をせ
ず「早く迎えに行ってあげて」と快く言ってく
れました。本当に感謝しております。
　これからは、長くこの仕事を続けていく為に、
利用者様のケアをすると共に自分の体のケアも
しっかりと行っていきたいと思います。

利用者に寄り添い職務に邁進 家庭・職場の協力に感謝

全老健表彰受賞者よろこびの声

厚生労働大臣表彰受賞者よろこびの声

　リニューアルした「山梨ろうけん」ホームページの目玉の
一つ「各施設持ち回りブログ」は昨年８月１日にスタート、
加盟30施設がブログをつなぎ、10月16日に一巡しました。
　２巡目も各施設が趣向を凝らしたブログを掲載いたします。
乞うご期待!!
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